
高体連主催県大会（長野県高等学校総合体育大会、長野県高等学校新人体育大会） 

における新組合せ方法 

（地区順位尊重型チームポイントシード制） 

１．目的 

  従来の地区ポイントシードでは地区の順位により対戦するチームが限られてくる。地 

  区大会で敗退しても県大会でもう一度チャンスが出来る可能性も含め、新しい組合せ

シード方法を考える。 

２．シード方法 

  地区大会を行っているのでその順位を尊重しながらのチームポイントシードとする。 

  ただし、地区大会３位までのチームをシード対象とし、過去３大会の県大会の順位を

ポイント化し、順位を付けシード順位を決定する。ポイントは１位を１０点、２位を

５点、３位を３点、４位を１点とする。ただし、３位決定戦をしない春高の３位は２

点。ベスト８を０．５点とする。 

３．方法 

  ①３２チーム参加の組合せを４つのブロックに分ける。 

  ②第１シードをＡゾーン、第２シードをＢゾーン、第３シードをＣゾーン、第４シー 

   ドをＤゾーンの位置とする。 

  ③得点の一番高いチームをＡゾーンに、２番目に高いチームをＢゾーンに、３番目に 

   高いチームをＣゾーンに、４番目に高いチームをＤゾーンに入れる。同点の場合は 

   直近の大会の順位の高い方とする。５番目以下はＤ，Ｃ，Ｂ，Ａの順となる。 

  ④地区の順位を尊重し各ゾーンの順位位置にそれぞれを当てはめる。 

  ⑤地区１位がすべて入っていない場合は抽選で残りの１位の位置に残りの１位チーム 

を入れる。（地区順位尊重型のため地区１位は入る位置が決まる）ただし、ポイント 

がありシード順位５～８位にある場合は該当ゾーン（他の１位が入っていないゾー 

ン）に入ることになる。 

  ⑥ポイントの５番目のチームをDゾーンに入れる。ただし、すでに２チームが入って 

いる場合や地区順位が同じチームが入っている場合にはＣ、Ｂ、Ａのシード順に空 

いているゾーンに振り分ける。同様に６番目、７番目、８番目までポイントがある 

場合もシード順に振り分ける。 

⑦各地区の順位の通りに各ブロックの位置に当てはめる。地区２位、３位が全部入っ 

ていない場合は抽選で各位置に当てはめる。 

  ⑧以上で各地区の第３位までがシード順１２位までの位置に入っている。 

  ⑨各地区第４位のチームを抽選で４つのゾーンに振り分け４位の位置に当てはめる。 

  ⑩各地区第５位から８位までのチームを１回戦同地区と対戦しないように抽選で当て 

はめる。その際に、５位は４位、６位は３位、７位は２位、８位は１位と対戦する 

ようにする。 

  ⑪全部の組合せが完成したところで地区１位のチームでポイントが一番高いチームを 

   トーナメント表の１番とし会場をメインの位置とする。（地区２位のチームがポイン 

   トが高くＡゾーンにいる場合も起こり得るため） 


